


























































































































































































































































































































































































因子 １ ２ ３
１ 親和的情動表現 1.000 -.069 .105
２ 否定的情動表現 -.069 1.000 .317
３ 情緒的混乱 .105 .317 1.000




















































































































１ 自尊感情 1.000 .110 .264
２ 分離独立心 .110 1.000 .440
３ 自立心 .264 .440 1.000
　 α係数 .792 .792 .785
各尺度の度数分布について，「否定的情動表
現」「信頼愛情」「意思疎通」「自尊感情」「自立心」
「情緒的混乱」尺度得点は，それぞれ比較的正
規分布に近い姿を示していた。他方，「親和的
情動表現」「自尊感情」「分離独立心」は得点分
布がいくぶん右寄り（高得点）に偏っていた。
２．共分散構造分析
仮説に関して，母の情動表現スタイルと娘の
情動表現スタイル，母と娘の関係，娘の自尊心
や自立心が相互にどのような影響を与えている
かについて総合的に明らかにするために，共分
散構造分析を行った。そして，最終的に図１の
ようなパスモデルを得た。パス係数はすべて
１％水準で有意で，かつ適合性の高いパスモデ
ルであった。
分析の手順として，まず，仮説に沿っていろ
いろなパスモデルを作成した。「信頼愛情」因
子と「意思疎通」因子は高い相関があったので，
図１　母と娘の情動表現スタイルと信頼関係，自尊感情
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最終的なパスモデル（図１）の結果は次のよう
なことを示していた。①娘の「親和的情動表現」
が多いほど母親の「親和的情動表現」が多く，娘
の「否定的情動表現」が多いほど母親の「否定的
情動表現」が多かった。特に後者のパス計数は高
かった。②娘の「親和的情動表現」が多く母親の
「否定的情動表現」が少ないほど，娘と母親の『信
頼関係』が高くなり，その『信頼関係』が母親の
「親和的情動表現」を強く高めていた。③『信頼関
係』は娘の「自尊感情」を高めていた。また，娘
の「親和的情動表現」が多いほど「自立心」が高
く，娘の「否定的情動表現」と「親和的情動表現」
が多いほど娘の「分離独立心」が高かった。④
「自立心」が「自尊感情」と「分離独立心」を高め
ていた。特に母親の「親和的情動表現」と「自尊
感情」の説明率が高く，いずれも娘と母の間の信
頼関係が強く影響していた。
母親の変数と娘の変数との間には，当初次のよ
うな関連が予想された。つまり，母親と娘の「親
和的情動表現」の間，母親と娘の「否定的情動表
現」の間，母親の「親和的情動表現」・娘の「親和
的情動表現」・娘と母の「信頼関係」の３者相互
の間，『信頼関係』と娘の「親和的情動表現」の間，
さらに『信頼関係』と「自尊感情」の間，これら
の間には相互規定的な関連が予想された。しかし，
分析の結果はそのような相互関連はみられなかっ
た。
考　察
本研究は，女子大学生の母親の情動表現スタ
イルが，娘の情動表現スタイルや娘と母の信頼
関係，および娘の自尊感情や自立心の形成にど
のような影響を与えるかを明らかにすることを
目的とした。まず仮説に沿いながら，そして多
様な視点から共分散構造分析を行った。その結
果，高い適合性を持ったパスモデルが得られた。
主要な結果は次の通りであった。①娘の「親和
的情動表現」が母親の「親和的情動表現」を高
め，娘の「否定的情動表現」が母親の「否定的
情動表現」を高めていた。②娘の「親和的情動
表現」が，娘と母の『信頼関係』を高め，母親
の「否定的情動表現」が『信頼関係』を低下さ
せていた。③娘と母親の『信頼関係』が母親の
「親和的情動表現」を高め，さらに娘の「自尊
感情」を高めていた。④「自立心」が「自尊感
情」と「分離独立心」を高めていた。
以上のように，まず，①娘の「親和的情動表
現」が母親の「親和的情動表現」を高め，娘の
「否定的情動表現」が母親の「否定的情動表現」
を高めていた。したがって，母親の情動表現が
娘の情動表現を高めるという，母親から娘への
影響という仮説は支持されず，正反対の結果で
あった。つまり，娘が母親の情動表出の特徴に
影響を与えていたのである。その際，特に娘の
否定的な情動が母親の否定的な情動に強い影響
を与えていた。一般に，激しい否定的な情動が
相手の激しい否定的な情動を引き起こすと考え
られるが，その方向が娘から母親へということ
であった。調査対象が，女子大学生であること
から，娘から母親への影響も予想されることで
はあった。
次に，②娘の「親和的情動表現」が，娘と母
親の『信頼関係』を高め，母親の「否定的情動
表現」が娘と母親の『信頼関係』を低下させて
いた，という点は仮説通りであった。③しかし，
母親の「親和的情動表現」が『信頼関係』に影
響するのではなくて，むしろ『信頼関係』が母
親の「親和的情動表現」を高めていた，という
点は予想とは正反対であった。母親の否定的情
動表現の特徴が信頼関係に影響するのに対して，
親和的情動表現の特徴には信頼関係の方が影響
するという点は注目される。このことは，娘と
の信頼関係のなかで，母親は娘との豊かなコ
ミュニケーションや愛情を育み，情緒の安定や
他の人に対する信頼を形成し，人の気持ちに寄
り添ったり，感謝を伝えたり，喜びを表現した
りといった親和的で共感的な情動表出を高める
と考えられる。ただし，このパス図では信頼関
係の説明率はあまり高い値ではないので，信頼
関係に影響する重要な要因は，娘の親和的情動
や母親の否定的情動以外にもあると考えられる。
同じようなメカニズムが娘にも生じると予想さ
れるが，『信頼関係』から娘の「親和的情動表
現」へのパスは有意ではなかった。
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③娘と母親の『信頼関係』は娘の「自尊感
情」を高めていた。また，娘の「親和的情動表
現」が「自立心」を高め，娘の「否定的情動表
現」と「親和的情動表現」が「分離独立心」を
高めていた。「自尊感情」には娘の「親和的情
動表現」は直接効果を持たないが，『信頼関係』
を介しての間接効果をもち，間接的に自尊感情
を高めていることが示唆された。
特に，母親の「親和的情動表現」と娘の「自
尊感情」の説明率が高く，いずれも娘と母の間
の信頼関係の影響が説明率を高めていた。つま
り，娘の親和的情動表現からプラスの影響を，
母親の否定的情動表現からマイナスの影響を受
けた，娘と母親の間の『信頼関係』が主役を演
じている。『信頼関係』を高める母親の否定的
情動表現の少なさは，娘の否定的情動表現の少
なさの影響を強く受けており，詰まるところは
娘の情動表現が信頼関係の源となっていること
が示唆され，仮説とは異なった結果であった。
また，「自尊感情」の内容は，母親の理解や信
頼に支えられての自己への信頼であったことも，
「自尊感情」の説明率の高さに関連しているだ
ろう。
④自尊感情・分離独立心・自立心の３特性の
関連について，「自立心」が「自尊感情」と「分
離独立心」を高めていた。これらの３特性の間
には相関関係が予想されるが，どちらからどち
らにより強く影響するかという視点から分析し
たところ，上記以外のパス係数は有意でなかっ
た。つまり，「自立心」が，「自尊感情」や「分
離独立心」を支えていると解釈される結果で
あった。自分で判断し自分で責任を持ち，自分
の人生を自分で切り開いていくという自立心が，
自尊感情や分離独立心の根底にあると考えられ
るが，この点については今後の吟味が必要だろ
う。ただ，このパス図においては「自立心」そ
のものの説明率は高いものではなかったので，
自立心を高める要因は何かを探る課題が残され
ている。
相互作用という視点から，娘と母の『信頼
関係』と娘や母親の「親和的情動表現」，娘の
「否定的情動表現」と母親の「否定的情動表現」，
娘の「自尊感情」と『信頼関係』の間には相互
作用があり，相互調整的なプロセスが働いてい
ると推定される。そのような母親と娘との相互
作用の中で，両者の信頼関係，娘と母親の情動
表現スタイル，娘の自尊感情が形成されると考
えられる。しかし，この分析を通じて，双方向
からのパスは有意でなく，一方からのパスが有
意であることが分かった。それも仮説とは反対
に，娘から母親への影響の方が強かった。した
がって，母親の情動表現スタイルはモデリング
の作用を通じて娘に影響するという基本的な仮
説は支持されなかったといえる。また，母親と
娘の親和的な情動が，互いの信頼関係を形成す
るだろうという基本的な仮説も支持されなかっ
た。
以上，娘からの母親への情動表現スタイルの
影響の方が強く，母親から娘への影響の方が弱
いと解釈してきた。他方，次のような別の視点
からの解釈も成立するだろう。このような結果
には，母親の情動の特徴や母親との信頼関係に
ついて娘が評定を行ったということが反映され
ている可能性がある。つまり，そこに評定者の
認知的枠組みが影響しているかもしれない。娘
自身の情動表現スタイルの認知が，母親の情動
表現スタイルの認知に影響を与え，母親の情動
表現スタイルの特徴を自分の特徴に類似したも
のとして認知している，ということを反映して
いる可能性がある。したがって，この分析にお
けるパスは因果関係を示す指標というよりは，
そのような認知のプロセスの特徴が作用してい
たと解釈することもできる。この点を明確にす
るためには，実際に母親本人に自分の情動表現
の特徴や娘との信頼関係について評定してもら
い，その結果を比較検討する必要があるだろう。
今後の課題として，ます情動表現スタイルに
ついて。「否定的情動表現」スタイルの内容は，
相手を責めたり，不満を示したり，家族と口論
したり，不機嫌になったりというような，攻撃
的で不快感を与えるネガティブな情動スタイル
でイメージしやすいものとなっている。それに
対して，「親和的情動表現」スタイルは，感謝
の気持ちを表したり，人を励ましたり，人をほ
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めたりする，共感的で向社会的な情動を示すス
タイルでイメージしにくいものとなっている。
ここで測定された親和的情動表現スタイルは，
否定的情動表現スタイルとはほとんど相関がな
かった。情動表現スタイルについては，否定的
（ネガティブ）な情動とは対照的に喜んだり笑っ
たりというようなもう少し肯定的（ポジテョブ）
でイメージが明確な情動特徴を測定すべきであ
ったと反省している。
本研究においては，研究対象は女子大学生で
あった。したがって，すでに述べたように，母
娘関係や母の情動表現スタイルは，娘からの視
点に限られていた。そこで新たに母親自身の
データも加えたら，貴重な関連がみられるだろ
う。また，下宿等をしていて母親と一緒に生活
していない学生が約半数いたので，そのことが
結果に影響を及ぼしている可能性がある。した
がって，一緒に生活している者とそうでない者
に分けて分析する必要があるかもしれない。情
動表現スタイルは早い段階でおおむね形成され
るといわれているので，幼児期や児童期から現
在に至るまでの母娘関係や情動表現スタイルに
ついて，縦断的な研究ができればより重要な知
見が得られるだろう。さらに母と娘の関係だけ
にとどまらないで，父親や母親と息子や娘との
情動表現スタイルの研究が，今後の課題として
残されている。
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